
第 4回 ボールパーク整備検討会議 議事要旨 

 

日時：令和 7 年 3 月 21 日（金）13 時 30 分～14 時 30 分 

場所：青森県庁 北棟 7 階 709 会議室 

１．開会 

事 務 局 

 

: それでは定刻となりましたので、ただ今から、「第４回ボールパーク整備検討会議」を開催します。私

は、本日司会を務めさせていただきます県地域交通・連携課の小玉と申します。よろしくお願いしま

す。本日の出欠について、花田慎委員、三浦忠吉委員、久慈美穂委員及び齋藤春香委員が御

都合により欠席となっております。 

また、小原爽子委員がオンラインにより出席となっております。 

はじめに、開会にあたりまして、沼田委員長より一言御挨拶をお願いします。 

沼田委員長 : 沼田です。よろしくお願いいたします。開会に先立ちまして一言ご挨拶をさせていただきます。第 4 回

になりました、ボールパーク整備検討会議に出席いただきまして感謝申し上げます。これまでの会議

におきまして賑わいや交流創出をするボールパークについて検討を続けてきました。検討の中では、

野球場として備えるべき機能や施設規模などと共に、ボールパークとして望ましい役割、機能等に関

する議論を行い、整備にあたっての指針やコンセプトを決定しました。コンセプトは、「季節に応じて

日常的に集い楽しめるボールパーク」として取りまとめました。個人的な感想としては、ようやくここまで

きたな、という思いです。委員各位の協力に改めて感謝申し上げます。 

本日は検討会議としての報告書案をお示しします。いつものように、委員の皆様の忌憚のない意見

を賜りたいと思います。それでは、よろしくお願いいたします。 

事 務 局 

 

: 沼田委員長ありがとうございました。それでは、議事に入りたいと思います。会議の進行は、沼田委

員長にお願いします。 

 

2．議事 

（1） ボールパーク整備検討会議報告書（案）について 

沼田委員長 : はい。議事に入らせていただきます。まず、議事について事務局から説明をお願い致します。 

事 務 局 : （資料 1、資料２について説明） 

沼田委員長 : では、議事に関して、皆様から御質問や御意見がありましたら挙手をお願いします。 

小 野 委 員 : 資料 1、p.７の「競技力向上につながり、天候に左右されずに練習できる」で記載されている施設

について、人工芝になった理由はありますか。 

事 務 局 : 頂戴したご意見を参考に、土よりも人工芝の方が様々な活用ができるので望ましいと整理しまし

た。 

小 野 委 員 : 資料 1、p.７の施設について、ウェイトトーニングなどのトレーニングルームの整備は考えているのでし

ょうか。 

事 務 局 : 今後の基本計画策定段階で検討していきます。本資料では、きたぎんボールパークを例としてあげ

ていますが、基本計画の策定の際には効果を発揮している施設を参考にしていきます。 

沼田委員長 : 小野委員ありがとうございました。他の委員の皆様いかがでしょうか。 

石山委員お願いいたします。 

石 山 委 員 : 報告書に記載されている機能や内容は、全国各地の事例を参考にして良いと思われるものがすべ

て含まれている印象です。プロ野球ができる、人工芝である、様々な世代が集うことができるなど、



- 2 - 

 

良いものがすべて含まれている印象です。機能を増やすほどやるべきことや関係者が増え、初期費

用や維持費も増加するため、予算の関係で削る機能や内容が出てくると考えられます。優先順位

をどこに置くのか、必須となる機能は何かを事前に考えた上で計画を進めると良いと思います。 

沼田委員長 : ありがとうございました。可能であれば事務局より回答をお願いいたします。 

事 務 局 : 報告書案では望ましい施設の姿として整理をさせていただきました。報告書を参考として基本計画

を策定するので、できることできないことや優先順位は基本計画の中で整理させていただければと考

えています。 

沼田委員長 : ありがとうございました。他の委員の皆様もお願い致します。 

三上委員お願いいたします。 

三 上 委 員 : 資料 1、p.11 のバスケットコートの写真について、球場に付随した屋外のバスケットコートを想定し

ているかと思います。会議の中でも話題に上がりましたが、現状の県内の球場ではファールボールが

外に出てしまいます。写真にあるような機能を青森県の球場に当てはめると、ファールボールが危険

です。球場周辺にこのような機能を整備するなら、ファールボールについて十分に考慮すべきだと思

います。はるか夢球場では上部にネットをかけたりしているので、工夫が必要です。 

事 務 局 : ありがとうございます。ボールが外に出ないようにするのが一番良いですが、屋外の施設配置について

はファールボールを考慮して検討していきます。 

沼田委員長 : 安全への配慮を十分に、という意見だったかと思います。他にいかがでしょうか。 

小原委員お願いいたします。 

小 原 委 員 : 先程、機能が多く、これらを全て計画に盛り込むのかという意見がありました。この中から優先順位

をつけたり取捨選択をしたりすることになると思いますが、計画の見直しができるようにしておくことが重

要です。検討委員会で決めたから計画は動かせないということではなく、資金の関係から柔軟に対

応できると良いと思います。素敵な事例が多いですが、集客性の高い「観るスポーツ」の事例が非常

に多いです。こうした施設はプロ野球や J リーグが使用し、一定の収益が見込まれます。一方で、今

回の施設は「するスポーツ」であり、県民が利用するスポーツ施設です。大会が開かれてもアマチュア

の大会が基本となるため、収益性は高くありません。このような場合、取捨選択が必要です。どこを

重視するのか、座席がどれほど必要なのか、資金に合わせて変更できる柔軟性が必要です。 

沼田委員長 : ありがとうございました。可能であれば事務局より回答をお願いします。 

事 務 局 : 検討会議の報告書案では、望ましい施設として整理させていただきました。全てこのとおりにしなけ

ればならないということではなく、報告書を尊重して基本計画の中で詳細を考えていきたいと思いま

す。 

沼田委員長 : ありがとうございます。他にご意見ありますでしょうか。 

コンセプトづくりで大変ご尽力いただきました、中村委員、一言いただけますでしょうか。 

中 村 委 員 : コンセプトをもとに望ましい機能を考えて報告書としてまとめ、その後、報告書をベースに基本計画を

作成すると理解しています。現段階では理想の機能を詰めていると理解しており、それが望ましいと

考えています。基本計画を作るにあたって、我々が作り出したコンセプトは基本的に守っていただける

と理解しています。報告書ではなく、今後の進め方に興味があります。 

沼田委員長 : ありがとうございました。 

田 中 委 員 : 資料 1、p.17、「ビジネス利用、多様な働き方に役立つ」について、放送局で仕事をしていると、レ

ンタルキッチンなどを借りて撮影を行うことがよくあります。ビジネス利用できる場所があれば収入にも

なりますし、料理教室など、みんなが楽しく普段から使うことができる場が、フィールドの脇にあると楽

しいと思います。 

沼田委員長 : ありがとうございました。ご意見として頂戴いたします。 
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袴田委員お願いいたします。 

袴 田 委 員 : 資料 1、p.3 にあるコンセプトについて、どのような施設があるのかが報告書としてまとめられており、

私もウキウキしています。中学生の立場からしても、夢のあるボールパークがあれば進んで健康づくり

ができるのではないかと、非常に楽しみにしています。 

我々のこれまでの意見もかなり網羅されています。私は会議の場所が少ないという意見を伝えてい

ますが、p.5 の「施設の予約システム」など、青森県としては柔軟に考えているのかなと思っています。

今後、様々な方々がボールパークを活用できれば良いと思います。 

沼田委員長 : ありがとうございました。皆様からご意見をいただきましたけれども、事務局から何かございますか。 

事 務 局 : いろいろご意見を賜りましてありがとうございます。 

報告書をもとに、来年度に基本計画を策定することになります。基本計画を策定するにあたっては、

委員各位に引き続きご意見をお聞きすることもあるかと思います。また、できるだけ情報を提供した

いと思っていますので、できる範囲でご協力いただければと考えています。よろしくお願いいたします。 

沼田委員長 : ありがとうございました。 

ご意見については、事務局一任とさせていただきたく考えておりますが、よろしいでしょうか。 

それでは、これをもちましてボールパーク検討会議を終了したいと思いますけれども、委員長の務めを

終えるにあたりまして、一言ご挨拶と御礼を申し上げさせていただきたいと思います。 

 

みなさんの意見、知恵を拝借しまして非常に良い検討会議になったのではないかと思います。できれ

ば、整備していただくボールパークを、野球はもとより様々な用途で活用していただきたいです。また、

私たちはいろんな場面を想定しながら新しいボールパークをつくろうとしてきました。是非使っていただ

ける方々が更にいろんなことを考えていただき、わくわくしていただいて、ボールパークを活用していただ

けるようになると良いと思います。その結果として、賑わいが生まれたり、様々な交流が生まれたり、

可能であればこの地域が抱えている様々な課題を解決することに繋がっていけると大変嬉しく思いま

す。我々が考えて知恵を出してつくった報告書は次のフェーズに繋がっていくものと思っております。襷

を次のフェーズに繋ぐことができてほっとしております。この場を借りて、皆様のご協力に感謝を申し上

げたいと思います。 

 

それでは事務局にお返しいたします。 

 

3．閉会 

 

事 務 局 : 沼田委員長、会議の進行ありがとうございました。それではこれをもちまして、第４回ボールパーク整

備検討会議を終了します。本日は、ありがとうございました。 

 

以上 


